
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～利用者が外食時に料理を選択し、安全に食べる機会を守るために～ 

 

1．「外食時摂食調査票」の集計、分析を行っています。 

調査は、12月で終了とします。御協力ありがとうございました。 

今後、分析結果を報告していく予定です。 

2．上記の結果をふまえ、外食の「マニュアル」「ガイドライン」の骨

子を作成中です。 
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最近の WG の動き 
 1‐A、2‐A、通所、5-A、5-B 病棟の摂食嚥下回診を行いました。 

 センター祭で家族向け勉強会を開催しました。（勉強会部会参照） 

 

勉強会部会 

食具・食形態部会 

情 報 伝 達 部 会

 

～「短期利用者摂食介助シート」を有効に活用してもらうために～ 

 

１．特に摂食が難しい短期利用者を対象に、回診依頼、摂食回診、

評価、情報の更新、食事介助時のシート活用という一連の運用

について検討しています。 

２．今年度は、前述した短期利用者の中から２名程度、モデルケー

スとして運用を試みています。 

 

 
１．９月に院内研修「重症心身障害児（者）への摂食嚥下回診・嚥下造影

検査（ＶＦ）」を行い、51名の参加がありました。 

２．10月のセンター祭では、ご家族・市民向け公開講座「重症心身障害児

（者）とのむこと、食べること」を開催しました。 

両日ともに 20名以上の参加があり、よく理解できたとの感想を多くい

ただきました。あわせて、嚥下体験のコーナーも設置しました。 

３．摂食嚥下ワーキンググループが次回の地域療育講習会で講演を行うこ

とになりました。参加をお待ちしています。 

～次回の地域療育講習会が摂食嚥下についてのテーマで開催されます！～ 

    

日時：平成 28 年 2 月 29 日（月） １４：００～１７：００  

会場：多摩総合医療センター フォレスト 

内容：「障害児者の嚥下機能低下への対応」 

―加齢による影響を中心にー 

 

演者は、渥美医師、谷野摂食・嚥下看護認定

看護師はじめ、管理栄養士、理学療法士、言

語聴覚士などチームで講演する予定です！ 

各部会の現在の活動状況をお知らせします。 

 


